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水素供給ネットワーク創出の取り組み



本日のご説明の要点

◆環境省浪江町水素実証
（水素ステーションのマルチ化（車＆他）による
高圧水素タンク輸送のサプライチェーン構築）

◆ニュージーランドでの実証・実装
（サプライチェーンと海外輸送実証）

⇒東京都水素ロードマップ実現に向けて
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CO2フリー水素の課題と解決手法 OBAYASHI Corporation

○水素の製造→搬送→利用までの水素サプライチェーンを最適化するため
のマネジメントシステムを開発し、都市のプラットフォームとして利用
することで、様々な水素関連技術を紐づけ相互利用による需要拡大を目
指す

○モビリティと水素のカップリングにより水素サプライチェーンをリーズ
ブルかつ短いリードタイムでの拡大させる

○水素をエネルギーキャリアとして活用するためのビジネス環境やイン
フラが十分に整備されていない。

○高圧ガス保安法や建築基準法等の法規が、水素を都市のエネルギー
キャリアとして利活用してゆくことを想定していない。

○導入量が増えていないために規模の経済が働かず、水素活用の市場が
拡大するだけの経済合理性が得られていない。

解
決
策

課
題
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国内
荷揚げ基地 消費

コミュニティ
における消費

海外
PV,地熱,風⼒ 貯留

輸送

再生可能エネルギー
による水素製造

ガス配管、搬送

水素製造

水素で発電したり
街中へ供給

国内・海外水素サプライチェーン

グリーン水素を液化水素
や水素キャリア（アンモ
ニア、MCH）で輸送

国内
荷揚げ基地 消費

コミュニティ
における消費

再生可能エネルギー
による水素製造

国内水素サプライチェーン

国際水素サプライチェーン

ガス配管、搬送

OBAYASHI Corporation
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作って 運んで 使う

作って 運んで 使う

NZにおける水素事業

環境省水素実証



国内
モビリティ×水素 → 都市インフラ創出

（環境省浪江水素実証）
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地産地消型 水素供給ネットワークの展開イメージ

燃料電池

出力UP･down
地域マイクログリッド

水素搬送
水素製造拠点

(FH2R)

マルチ水素
ステーション

水素パイプライン

70MPa搬送

統合EMS

OBAYASHI Corporation
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再エネ由来の水素製造装置を併設したエネルギー供給拠点を設置し、再エネ電力を地域の電力グリッド
を利用して（地域マイクログリッド）発電電力を建物に供給しつつ、再エネ電力の余剰電力やデマンド
レスポンス時の電力を利用して水素も製造し、水素を搬送して供給するもの



地産地消型 水素供給ネットワークの展開イメージ

燃料電池

出力UP･down
地域マイクログリッド

水素搬送
水素製造拠点

(FH2R)

マルチ水素
ステーション

水素パイプライン

70MPa搬送

統合EMS

OBAYASHI Corporation
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再エネ由来の水素製造装置を併設したエネルギー供給拠点を設置し、再エネ電力を地域の電力グリッド
を利用して（地域マイクログリッド）発電電力を建物に供給しつつ、再エネ電力の余剰電力やデマンド
レスポンス時の電力を利用して水素も製造し、水素を搬送して供給するもの

浪江実証2024〜

浪江実証2025予定

浪江実証2025予定

浪江実証2021〜



新たな水素需要創出 OBAYASHI Corporation
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町内に様々な水素需要拠点を創出



水素供給ネットワーク（環境性・経済性・安全性）OBAYASHI Corporation

遠隔保守

無線用
Gateway

各種計器の
メータ読み
取り

劣化のAI判断

水素炎カメラ等
による⾒える化

無線水素検知器による多面、多点検知

水素インフラ安全管理システム

水電解プラント

水素ステーション

<機能＞
・通信ネットワーク障害時の
⾃動キャリア切り替え
・電源遮断時の
電源バックアップ機構

水素供給網最適管理システム×

統合EMSを構築
エネルギー最適化EMSと供給網の安全性向上ＳＭＳを統合
・水素搬送管理EMS側にて収集した圧力や温度の計測値と、無線電池駆動型水素検知器およびカメラによる遠隔管理を融合さ

せることで、面的かつ高度な水素保安システムを開発する。
・アラームと水素センサーの反応との複合的な判断、ジオフェンス機能と映像の連携などにより、監視室から現場へ適格かつ

迅速に作業指示できる遠隔監視EMSとする。

SMS EMS

FC設置施設

統合EMS
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全体監視画面イメージ水素供給ネットワーク統合監視画面 OBAYASHI Corporation
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・水素の製造状況、供給先の電力･熱需要、水素残量、および搬送車両の搬送状況を監視しながら、複
数の供給先へ効率よく搬送できる水素搬送最適運用システム（EMS）を街のインフラとして構築

・小規模な水素利用から着手し、順次、個所数と規模を増やしてゆく。本搬送管理システムを
街のプラットフォームとして整備し、水素需要拠点を順次拡充してゆくことに貢献。

FH2R

宿泊施設

宿泊施設

介護施設

浪江町役場



海外
モビリティ×水素 → 都市インフラ創出

（ニュージーランドにおける再エネ電源〜水素製造〜輸送〜販売のワンストップビジネス）
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ニュージーランドにおける水素事業の位置づけOBAYASHI Corporation
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Hydrogen Refuelling Station in
Auckland (Halcyon Power):

Capacity 
(MW)

# of 
plants

Source of 
Energy

5.21Solar

1.52Hydrogen

41Hydro

59.23Geothermal

69.9 7Total

Taupo

3 Geothermal in Kawerau (Eastland Generation):

Tarawera Ormat
Power Plant 1 
(TOPP1)
Output: 23.9MW (binary)
Operating since 2013 

(acquired by EG in 2021)

Te Ahi O Maui (TAOM)
Output: 26.2MW (binary)
Operating since 2019

Geothermal 
Developments Limited 
(GDL)

Output: 9.1MW (binary)

Operating since 2008 

(acquired by EG in 2010)

Auckland

Te Ihi o te Ra
Output: 5.2MW
Operating since 2023

Solar in Gisborne (EG):

Waihi

Output: 4.0MW

Operating since 1986

(acquired by EG in 1999)

Hydro in
Gisborne (EG):

Hydrogen production facility 
in Taupo (Halcyon Power):

〇大林組は2024年にニュージーランドの再生可能エネルギー発電会社であるイー
ストランド・ジェネレーションの株式50%を取得し、同国の再生可能エネル
ギー発電事業に参入
※イーストランド・ジェネレーションは、地熱発電所3カ所（59.2MW）、太陽光発電所

1か所（5.2MW）、水力発電所1カ所（4.0MW）を運営するとともに、地熱、太陽光、風力
発電のための複数のパイプラインを保有

ニュージーランド水素事業 OBAYASHI Corporation
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ニュージーランド水素実証 OBAYASHI Corporation
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ニュージーランド水素実証 OBAYASHI Corporation
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アイテム事業内容事業者
ディーゼルと水素のデュアル燃料
エンジンを使用したICE（水素混
焼エンジン）トラック

大手運送業者
リチャードソン・グループ

ディーゼルと水素のデュアル燃料
エンジンを使用したICEトラック
やFC（燃料電池）フォークリフト
を導入予定

乳製品会社
ミラカ

郵便局のFCトラック郵便局
ニュージーランドポスト

FCバスを運行交通局
オークランド交通局

水素カーシェアリングプログラムトヨタニュージーランド

トヨタ製FC発電機を各地で展示

モビリティ分野を中心に水素の需要家を開拓中



東京都水素ロードマップ実現に向けて
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◆水素ステーションのマルチ化（車＆他）
◆高圧水素タンク輸送のサプライチェーン構築
◆差圧充填による低コストでの需要の創出

規制緩和

東京都水素ロードマップ実現に向けて Confidential
OBAYASHI Corporation
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様々な水素関連技術をハブとして位置づけ、需要を広げつつ、スパイラルアップに
よる水素のコストダウンとサプライチェーン創出に貢献

水素需要拡大 技術開発

経済合理性創出

ハブ＆スポーク
モデル

マネジメントシステム

マルチ
水素ステーション

東京都2030年及び2050年に向けた水素
ロードマップ（東京都水素ビジョンより）


